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収穫したイチゴを手に（伝法）　※富士市のイチゴを９ページで紹介しています。

●●❷ 第六次富士市総合計画を策定しました
●●●❻  3･4月の市民課窓口は混み合います
●❼ 人間ドック ･ 脳ドック助成
●●　❽ まちづくりセンター講座・　　　　　　　　　
　 市民大学前期ミニカレッジ受講生募集
●　❾ まちかどネットワーク　　　　1 月のできごと
●　 暮らしのたより　　　　 3 月のカレンダー11
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戦略戦略

12
災
害
等
へ
の
対
策
を
強
化
し
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
を
集
積
し
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
し
ご
と
づ
く
り

激
甚
化
す
る
豪
雨
・
水
害
な
ど
へ
の
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
今
後
想
定
さ

れ
る
大
規
模
地
震
等
に
よ
る
被
害
の
軽
減

を
図
る
ほ
か
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
体
制
の

強
化
や
感
染
症
対
策
の
充
実
な
ど
、
市
民

や
事
業
者
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
社
会

基
盤
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

迅
速
か
つ
効
果
的
に
取
組
を
進
め
て
い

く
た
め
の
重
点
戦
略
と
し
て
、
次
の
５
つ

の
戦
略
を
位
置
づ
け
、
人
口
減
少
に
よ
る

将
来
の
影
響
を
抑
え
、
現
状
の
課
題
に
対

応
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
好
循
環
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

富
士
市
総
合
計
画
と
は

市
の
政
策
を
推
進
す
る
基
と
な
る
富
士

市
の
最
上
位
計
画
で
す
。
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
、
市
政
運
営
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
行
う
た
め
の
基
本
的
な
方
向
性
を
定

め
て
い
ま
す
。

計
画
の
期
間
と
構
成

計
画
の
期
間

○
基
本
構
想

目
標
年
次
／
令
和
13
年

○
基
本
計
画

前
期
：
令
和
4
〜
8
年
度

後
期
：
令
和
9
〜
13
年
度

○
実
施
計
画

前
期
：
令
和
4
〜
8
年
度

後
期
：
令
和
9
〜
13
年
度

※
年
度
ご
と
見
直
し
。

計
画
の
構
成

❶
基
本
構
想

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
視
点
を
明
ら
か
に

し
、
め
ざ
す
都
市
の
将
来
像
を
定
め
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
、
基
本
的
な
政
策
の
大
綱

❷
基
本
計
画

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組

む
具
体
的
な
政
策

の
体
系

❸
実
施
計
画

基
本
計
画
で
定

め
た
施
策
を
具
現

化
す
る
た
め
の
事

業
計
画

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
地
域

経
済
の
速
や
か
な
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、

産
学
金
官
の
連
携
に
よ
る
新
産
業
の
創
出

や
既
存
産
業
の
活
性
化
支
援
、
企
業
誘
致

な
ど
に
よ
り
、
産
業
の
集
積
と
雇
用
機
会

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
産
業
の
創

出
や
、
働
き
た
く
て
も
働
く
こ
と
が
で
き

重
点
戦
略

富士山とともに
輝く未来を拓

ひ ら

くまち　ふじ

第六次富士市総合計画を策定しました

世界文化遺産・富士山は、日本一の頂を持つ我が国のシンボルであり、世界に名だ
たるその雄大かつ優美な存在は、市民の誇りであり、心のよりどころでもあります。
私たちの暮らしとともにある富士山に見守られながら、市民一人ひとりが自らの希
望を実現し、いきいきと輝けるまちを築いていくため、『富士山とともに　輝く未来
を拓くまち　ふじ』をめざす都市像としました。

基本計画

実施計画

基本構想
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戦略戦略戦略

345
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
等
の
希

望
を
実
現
で
き
る
社
会
づ
く
り

地
域
と
拠
点
が
つ
な
が
り
、
快

適
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

人
を
呼
び
込
み
、
に
ぎ
わ
い
と

交
流
を
生
む
魅
力
づ
く
り

め
ざ
す
都
市
像
の
実
現
に

向
け
た
基
本
姿
勢

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
導
入

①
政
策
推
進
の
全
体
最
適
化

事
業
を
立
案
及
び
実
施
す
る
際
に
、
経

済
、
社
会
及
び
環
境
の
相
互
的
関
連
を
意

識
し
、
統
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

相
乗
効
果
を
創
出
し
ま
す
。

②
地
域
課
題
の
解
決

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
世
界
共
通
の
も
の
さ
し

総
合
計
画
策
定
の
歩
み

総
合
計
画
は
、
市
民
懇
話
会
な
ど
を
通

じ
て
、
市
民
・
事
業
者
・
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
頂
き
な
が
ら
策
定

し
ま
し
た
。

○
フ
ジ
６ロ

ク
未
来
創
造
懇
話
会

�

（
平
成
30
年
10
月
〜
12
月
）

無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民
の
中
か
ら
選

定
し
た
1
2
0
人
で
構
成
さ
れ
、
全
市
的

な
視
点
に
立
っ
て
本
市
の
現
状
・
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
富
士
市
の
将
来

像
に
つ
い
て
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
審
議
会

�

（
令
和
２
年
２
月
〜
令
和
３
年
10
月
）

富
士
市
附
属
機
関
設
置
条
例
第
３
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
共
的
団
体
の
代
表
者

等
、
学
識
経
験
者
、
フ
ジ
６
未
来
創
造
懇

話
会
委
員
を
務
め
た
市
民
か
ら
成
る
30
人

で
構
成
さ
れ
、
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本

計
画
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
市
長
か
ら

の
諮
問
に
対
し
、
答
申
を
頂
き
ま
し
た
。

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
至
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
環

境
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

生
活
に
必
要
な
施
設
を
公
共
交
通
の
結

節
点
が
あ
る
拠
点
に
集
約
配
置
し
、
こ
れ

ら
の
拠
点
と
各
地
域
が
連
携
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
既
存
集
落
地

に
お
け
る
暮
ら
し
の
質
の
維
持
や
ま
ち
な

か
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

本
市
の
様
々
な
地
域
資
源
の
魅
力
を
一

層
高
め
る
と
と
も
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化

の
ほ
か
、
国
内
外
か
ら
人
々
が
集
ま
る
機

会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

な
い
方
へ
の
支
援
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
行
う

な
ど
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
仕
事
が
で
き

る
環
境
の
創
出
を
推
進
し
ま
す
。

○
世
論
調
査
、市
民
及
び
事
業
所
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民

3
0
0
0
人
を
対
象
に
し
た
世
論
調
査
を

行
っ
た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
意
識
変
化
や
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
市
民
2
0
0
0
人
及
び

市
内
2
0
0
0
事
業
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
意
見
の

収
集
・
周
知
を
幅
広
く
行
い
ま
し
た
。

で
、
地
域
を
俯ふ

瞰か
ん
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り
、
経

済
、
社
会
及
び
環
境
の
三
側
面
か
ら
解
決
す
べ

き
地
域
課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の

特
徴
や
強
み
を
活
か
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
地

域
課
題
の
解
決
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

③
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
共
通
言
語
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
か
ら
地
域
課

題
ま
で
多
様
な
課
題
に
つ
い
て
、
企
業
や

市
民
団
体
な
ど
様
々
な
関
係
者
間
の
共
通

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
の
協
力

関
係
を
広
げ
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
推
進

デ
ジ
タ
ル
変
革
宣
言
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
最
大
限
の
活
用
は
、
本
市
が
取

り
組
む
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
市
民

生
活
の
利
便
性
と
満
足
度
を
高
め
る
た
め

に
有
効
な
手
段
で
す
。

こ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
格
差
に
配
慮
し

つ
つ
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
」、「
地
域
活
性

化
」、「
行
政
経
営
」
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
を

３
つ
の
柱
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
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少子高齢化と人口減少の進行
をはじめ、新型コロナウイルス
の感染拡大によるライフスタイ
ルや価値観の変容、自然災害の
頻発や激甚化など、社会情勢は
目まぐるしく変化しています。
こうした中でも、市民の皆様が
夢や希望を持ち、住みたい・住
み続けたいと思える持続可能な
まちを実現していく必要があり
ます。
計画の審議に当たっては、市
長から委嘱された委員30名で、
審議会を延べ７回、分科会を延
べ３回開催し、様々な立場の委
員が専門的な見地や市民の目線
から、活発な審議を重ねてきま
した。
本計画を市民や事業者等の皆
様と共有し、めざす都市像であ
る「富士山とともに　輝く未来
を拓くまち　ふじ」の実現に向
け取り組まれることを期待しま
す。

富士市総合計画審議会　会長
石川 良

よし

文
ふみ

さん（南山大学教授）

住みたい・住み続けたいと
思える持続可能なまちを



ま
ち
の
主
役
は
市
民
で
す
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
が
更
に
多
様
化
す
る
中
、

年
齢
や
性
別
、
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、
一
人

ひ
と
り
が
輝
き
、
地
域
の
力
が
発
揮
で
き

る
ま
ち
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
と
地

域
、
関
係
団
体
、
事
業
者
な
ど
と
協
働
し

て
、
様
々
な
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
台
風
、
局

地
的
豪
雨
等
の
大
規
模
な
自
然
災
害
の
発

生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
市
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、地
域
防
災
力
の
強
化
、

河
川
整
備
な
ど
の
治
山
・
治
水
対
策
、
消

防
・
救
急
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
災

害
リ
ス
ク
の
把
握
、
市
民
や
事
業
者
等
と

協
働
し
た
支
援
体
制
の
確
立
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
総
合
的
な
対
策

を
強
化
し
、
災
害
に
強
い
し
な
や
か
さ
を

持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
交
通

事
故
や
犯
罪
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連
携
し
て
市
民

の
安
全
を
守
る
取
組
を
充
実
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

地
震
対
策
の
強
化
、
豪
雨
等
対
策
の
強

化
、
消
防
体
制
の
強
化
及
び
施
設
等
の

充
実
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
強
化
、
交

通
安
全
対
策
の
推
進
、
地
区
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進�

な
ど

少
子
化
が
進
行
す
る
中
、結
婚・妊
娠
・

出
産
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
ほ
か
、子
育
て
支
援
団
体
・
事

業
者
と
連
携
し
た
支
援
施
策
の
展
開
、
多

様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
的
確
に
対
応
す
る
な
ど
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て

家
庭
へ
の
支
援
を
充
実
し
、
地
域
全
体
で
育

む
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
、「
豊
か
な
心
、

確
か
な
学
力
、
健
や
か
な
体
」
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
協
力
し
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
少
子
化
や
急
速
に
進
む
国
際
化
・

情
報
化
な
ど
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応

し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
様
な
教
育
機
会
の
確
保
と

学
ぶ
場
の
充
実
を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
学
び

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
充
実
、

若
者
の
希
望
を
か
な
え
る
支
援
、
自
立

し
生
き
る
力
を
も
つ
児
童
生
徒
の
育
成
、

多
様
な
学
び
の
場
の
充
実
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進�

な
ど

全
て
の
市
民
が
元
気
で
心
身
と
も
に
健

や
か
に
暮
ら
し
、
健
康
寿
命
を
延
伸
で
き

る
よ
う
、
生
涯
を
通
じ
て
の
健
康
づ
く
り

や
保
健
予
防
の
取
組
な
ど
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
感
染
症

の
流
行
な
ど
に
よ
る
医
療
・
介
護
需
要
の

増
や
変
化
に
対
応
し
た
地
域
医
療
体
制
の

維
持
・
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
や
障
害
等
に
関
係
な
く
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
共
生
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
適
切

な
介
護
・
福
祉
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
主
体
的
に
社

会
・
地
域
活
動
へ
参
加
し
活
躍
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
や
支
援
を
行
う
な
ど
、市
民
、

各
種
団
体
、
関
係
機
関
、
行
政
な
ど
が
一

体
と
な
り
、
互
い
に
支
え
合
い
・
助
け
合

う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

健
康
づ
く
り
の
推
進
、
疾
病
予
防
の
推

進
、
地
域
完
結
型
医
療
の
推
進
、
医
療

人
材
の
育
成
・
確
保
、
高
齢
者
支
援
の

推
進
、
障
害
者
福
祉
の
推
進
、
生
活
困

窮
者
等
に
対
す
る
支
援
の
充
実
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
就
労
の
推
進�

な
ど

1 2 3 4 5 6 7

守

育

支

めざす都市像を具現化するため、基本計画では、７つの基本目標からなる「政
策の大綱」に基づき施策を体系化し、諸施策を総合的に展開していきます。

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち

次
代
を
担
う
ひ
と
を
育
む
ま
ち

支
え
合
い
健
や
か
に
過
ご
せ
る
ま
ち

基本計画７つの政策の大綱

危機管理
まもる はぐくむ つづけるささえる たもつ つくる つなぐ

子育て 保健 地球環境 観光 市街地形成
ものづくり産業

消防・救急・
救助

子ども・若者
医療 自然・生活環境 シティプロ

モーション
交通・道路

市民安全

学校教育
包括的支援 循環型社会

交流
景観・公園・
住宅

商業・流通・
サービス産業

市民活躍

社会教育

地域福祉 水利用
農林水産業

中小企業等振興
市民スポーツ・
市民文化

1

2

3
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地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
な
ど
、
地
球
環

境
の
保
全
活
動
へ
の
支
援
や
啓
発
な
ど
の

取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
発
生

抑
制
・
適
正
処
理
や
資
源
の
有
効
活
用
な

ど
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
ほ
か
、
多
様

な
生
物
や
生
態
系
の
保
全
と
再
生
、
身
近

な
生
活
環
境
の
保
全
な
ど
、
市
民
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
富
士
山
麓

の
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
環
境
を
未
来

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
取
組
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
安
全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供

給
や
生
活
排
水
対
策
の
計
画
的
な
推
進
な

ど
、
豊
か
な
水
資
源
の
有
効
活
用
と
水
環

境
の
保
全
を
図
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

気
候
変
動
対
策
の
推
進
、
環
境
教
育
・

環
境
活
動
の
推
進
、
自
然
環
境
の
保

全
・
再
生
、
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
、

廃
棄
物
の
３
Ｒ
の
推
進
、
安
全
で
安
心

で
き
る
水
道
水
の
持
続
的
な
供
給
、
生

活
排
水
対
策
の
推
進�

な
ど

本
市
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
や
立
地
優

位
性
を
活
か
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
、
企
業
立
地
の
受
け
皿
を
整
備

し
て
企
業
誘
致
・
留
置
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
産
技
術
の
革
新
や
人
材
育
成
・
労

働
力
確
保
を
促
進
し
、
既
存
産
業
の
活
性

化
支
援
や
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
新
産
業

の
創
出
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
店
舗
や
商
品
づ
く
り

な
ど
の
支
援
に
よ
る
商
業
振
興
や
、
田
子

の
浦
港
の
港
湾
機
能
の
更
な
る
強
化
な
ど

に
よ
る
流
通
機
能
の
活
性
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
業
で
は
、
特
色
あ
る

地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
６★

次
産
業
化

に
よ
る
販
路
拡
大
や
商
品
開
発
の
支
援
、

生
産
基
盤
の
強
化
や
担
い
手
の
確
保
・
育

成
な
ど
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る

中
、
若
い
人
材
の
雇
用
確
保
を
進
め
る
と

と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
柔
軟
で
多

様
な
働
き
方
の
導
入
を
促
進
す
る
ほ
か
、

女
性
や
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど
の
雇
用
環

境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

★
6
次
産
業
化
…
農
林
漁
業
、
製
造
業
、

小
売
業
等
の
事
業
を
一
体
的
に
進
め
、

新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
取
組

◇
主
な
施
策

新
産
業
・
成
長
産
業
へ
の
参
入
支
援
、

既
存
産
業
の
活
性
化
支
援
、
企
業
立
地

の
促
進
、
港
湾
の
利
活
用
推
進
、
地
場

産
品
の
生
産
支
援
と
付
加
価
値
の
向
上
、

経
営
基
盤
の
強
化
及
び
起
業
・
創
業
支

援
、
労
働
環
境
の
充
実�

な
ど

東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
が
止
ま
ら
な
い

中
、
生
活
の
場
と
し
て
の
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
、
地
方
へ
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
地
方
創

生
を
更
に
進
め
る
た
め
、
本
市
が
有
す
る

人
材
や
産
業
な
ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
磨

き
上
げ
、
有
機
的
な
連
携
・
活
用
を
図
る

ほ
か
、
本
市
の
魅
力
に
関
す
る
情
報
発
信

を
拡
充
し
、
本
市
と
様
々
な
形
で
関
わ
る

人
を
増
や
す
と
と
も
に
、
市
民
が
愛
着
と

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や

情
報
通
信
技
術
の
進
展
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
等
に
よ
り
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
な
ど
の

流
れ
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
観
光
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
分
野
に
お
い
て
交
流

を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る

な
ど
、
国
内
外
の
人
や
ま
ち
な
ど
と
新
た

な
繋
が
り
を
生
み
出
し
、
関
係
を
深
め
る

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の

新
た
な
価
値
や
魅
力
を
創
造
し
ま
す
。

◇
主
な
施
策

富
士
山
活
用
の
推
進
、
ま
ち
の
ブ
ラ
ン

ド
強
化
及
び
愛
着
と
誇
り
の
醸
成
、
移

住
定
住
の
促
進
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推

進
、
文
化
芸
術
を
通
じ
た
交
流
の
創
出
、

国
際
交
流
の
促
進�

な
ど

人
口
減
少
が
進
行
し
、
空
き
家
・
空
き

地
の
増
加
に
よ
る
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
や

公
共
交
通
の
撤
退
・
縮
小
な
ど
、
暮
ら
し
に

影
響
を
及
ぼ
す
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
都

市
拠
点
・
生
活
拠
点
に
主
要
な
都
市
機
能

や
住
居
を
集
約
し
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
暮
ら
し
の
質

を
維
持
す
る
集
約
・
連
携
型
の
都
市
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
適
切
な
土
地
利
用
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
基
盤
の
持
続
可
能
性
や
安
全

性
を
高
め
る
た
め
、
道
路
・
公
園
な
ど
の
整

備
や
老
朽
化
・
機
能
向
上
へ
の
対
応
を
図
る

と
と
も
に
、
富
士
山
の
眺
望
を
活
か
し
た
う

る
お
い
の
あ
る
景
観
づ
く
り
や
良
好
な
住
環

境
の
形
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
快
適
に
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

土
地
利
用
の
適
正
化
、
公
共
交
通
の
充

実
、
快
適
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
美
し
い
景
観
の
保
全
・
創
出
、
安

心
で
快
適
な
住
宅
の
確
保�

な
ど

保

創

繋

続

豊
か
な
環
境
を
保
ち
継
承
す
る
ま
ち

活
力
を
創
り
高
め
る
ま
ち

魅
力
を
活
か
し
人
と
人
を
繋
ぐ
ま
ち

快
適
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
ま
ち

問
合
せ
／
企
画
課

　
1（
55
）2
7
1
8

5（
53
）6
6
6
9

Eso-kikaku@
div.city.fuji.

shizuoka.jp

※
第
六
次
富
士
市
総
合
計
画
は
3
月

下
旬
か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
ま
す
。

7

6

5

4
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証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用

し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
証
明
書
を
取
得

で
き
ま
す
。
市
役
所
や
各
地
区
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
取
得
す
る

よ
り
、１
０
０
円
安
く
な
り
ま
す
。

取�

扱
日
時
／

　

�

6
時
30
分
〜
23
時
（
年
末
年
始

と
保
守
点
検
日
を
除
く
）

取
得
で
き
る
証
明
書
／

　

�

戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明

書
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
住
民

票
の
写
し
、
所
得
証
明
書
、
所

得
課
税
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票

の
写
し
、
納
税
証
明
書

※�

戸
籍
に
関
す
る
証
明
は
本
籍
地

が
富
士
市
の
人
に
限
り
ま
す
。

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
証
明
書
を
取
得

取�

扱
日
時
／
月
〜
金
曜
日

　

�（
年
末
年
始
と
祝
休
日
を
除
く
）

8
時
30
分
〜
17
時

取
得
で
き
る
証
明
書
／

　

�

戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明

書
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
住
民

票
の
写
し
、
身
分
証
明
書
、
年

金
現
況
証
明
、
所
得
証
明
書
、

所
得
課
税
証
明
書
、
固
定
資
産

評
価
証
明
書
、
固
定
資
産
課
税

証
明
書
、
納
税
証
明
書
、
軽
自

動
車
車
検
用
証
明
書

郵
送
で
転
出
届
出

　
富
士
市
か
ら
市
外
へ
の
引
越
し

の
手
続
（
転
出
）
は
、
郵
送
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

外
国
人
技
能
実
習
生
な
ど
の
住

所
変
更
で
、
同
時
に
複
数
名
の

手
続
を
行
う
際
は
、
事
前
に
市

民
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

休
日
開
庁
日
を
利
用

　

毎
月
第
1
日
曜
日（
1
月
は
除

く
）と
3
月
の
最
終
日
曜
日
は
、

市
民
課
な
ど
の
窓
口
を
開
庁
し
て

い
ま
す
。

3
・
4
月
の
休
日
開
庁
日
／

　
3
月
6
日
・
27
日
、4
月
3
日

取
扱
時
間
／
9
〜
16
時

※
一
部
取
扱
い
の
で
き
な
い
手
続

や
即
日
処
理
が
で
き
な
い
手
続

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
課
発
券
機
で
発
行
さ
れ
る

整
理
券
に
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Q
R
コ

ー
ド
か
ら
、
市
民
課
で
行
う
手
続

ご
と
に
、
待
ち
人
数
や
呼
び
出
し

中
の
番
号
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
混
雑
状
況
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
も
確
認
で
き
る
た
め
、
混
雑

時
を
避
け
て
市
役
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
発
券
後
、
専
用
サ
イ
ト
で
自
分

の
整
理
番
号
を
登
録
す
る
と
、
順

番
が
近
づ
い
た
と
き
に
Lラ
イ

ン

I
N
E

や
メ
ー
ル
で
呼
出
し
通
知
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
受
付
の
順
番
を
、

市
民
課
フ
ロ
ア
以
外
の
場
所
で
も

待
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広報ふじ 2022年 2月20日号 6

例年、３・４月は市役所２階の市民課窓口が大変混み合い
ます。市役所以外でできる手続や休日開庁を利用するなど、
新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力ください。

市民課窓口の３密回避に
ご協力ください！

【3月】
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

待
ち
人
数
な
ど
を

確
認
で
き
ま
す
　
▼

コ
ン
ビ
ニ
、
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
の

証
明
書
取
得
に
つ
い

て
詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

【市民課窓口の混雑予想カレンダー】　　最大待ち時間の目安　　30分以上　　60分以上　　 90分以上
【4月】

12

34

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

混
雑
状
況
を
確
認

5

混
雑
回
避
の
た
め
の

５
つ
の
方
法

◇証明に関すること・・・・・・・・・市民課証明担当　　　☎55-2747 　553-2500（市民課共通）
◇マイナンバーカード（コンビニ交付）・・・　証明担当　　　☎55-2977
◇�住所変更・戸籍届出に関すること・・・・・戸籍住民担当　☎55-2749
◇税証明に関すること・・・・・・・・収納課　　　　　　　☎55-2729　555-0063

問合せ

スマートフォンから受付状況を確認!

整理券にあるQRコード
をご活用ください
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対
象  (

左
記
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人)

◆
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）

•
検
査
日
の
1
年
以
上
前
か
ら
継
続
し
て
国

保
に
加
入
し
て
い
る
人

•
令
和
4
年
4
月
1
日
現
在
で
満
20
歳
以
上

の
人
で
、
検
査
日
ま
で
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
該
当
し
な
い
人

•
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
人

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険（
以
下「
後
期
」）

•
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い

て
、
令
和
4
年
度
の
健
康
診
査
を
受
診
し

て
い
な
い
人

◆
国
保
、
後
期
の
共
通
の
注
意
点

•
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
は
3
年
に
一
度
で
す
。

令
和
2
・
3
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を

受
け
た
人
は
申
込
み
が
で
き
ま
せ
ん

•
年
度
中
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
特

定
健
診
（
40
歳
以
上
）
・
健
康
診
査
（
後

期
加
入
者
）
・
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す

•
全
て
の
検
査
項
目
を
実
施
し
な
い
場
合
、

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

•
妊
娠
中
・
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
、
検
査
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

申
込
方
法 (

各
検
査
機
関
に
共
通
す
る
も
の)

❶
市
が
指
定
す
る
検
査
機
関（
下
表
参
照
）

に
、
国
保
ま
た
は
後
期
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
を
申
し
出
て
予
約
す
る

 

❷
予
約
後
、
国
保
年
金
課
の
窓
口
で
助
成
の

申
請
を
し
、
助
成
券
を
受
け
取
る

申
請
期
間
／
3
月
24
日
～
12
月
15
日

　
8
時
30
分
～
17
時
15
分（
土・日
曜
日
、

祝
休
日
を
除
く
）

持�

ち
物
／
保
険
証
、
特
定
健
診
受
診
券（
40
歳

以
上
）
ま
た
は
、
健
康
診
査
受
診
券
（
後

期
加
入
者
）、
保
険
税
・
保
険
料
の
領
収

書
（
助
成
券
申
請
日
を
含
む
5
日
以
内
に

支
払
っ
た
場
合
）

※�

手
元
に
受
診
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
券
は
4
月

下
旬
発
送
予
定
で
す
。

※�

助
成
の
申
請
は
、
必
ず
検
査
当
日
ま
で
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
受
診
後
の
助
成
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

❸
検
査
機
関
で
受
診
す
る

受
診
期
間
／
4
月
1
日
～
令
和
5
年
3
月

31
日
（
各
検
査
機
関
に
要
確
認
）

持��

ち
物
／
助
成
券
、
保
険
証
、
検
査
機
関

か
ら
届
い
た
問
診
票
、
検
査
用
品
、
自

己
負
担
金
な
ど

検
査
項
目

人
間
ド
ッ
ク
　
問
診
、
身
体
計
測
、
視
力
検

査
、
聴
力
検
査
、
心
電
図
、
眼
底
検
査
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
腹
部
超
音
波
、

肺
機
能
検
査
、
便
潜
血
、
上
部
消
化
管
検

査
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
医
師
の
診

察
、
結
果
説
明

脳
ド
ッ
ク
　
問
診
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
頭
部
Ｍ

Ｒ
Ａ
、
身
体
計
測
、
心
電
図
、
眼
底
検

査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
医
師
の
診
察
、
結
果
説
明

※
各
検
査
機
関
ご
と
の

独
自
の
検
査
項
目
に

つ
い
て
は
、
各
検
査

機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　検査機関（所在地） 費用 ※１ 電話
永田町クリニック健康管理センター（永田町2 -60） 1万6,900円 53-0033
富士健診センター（柚木392-5）※ 2 1万3,600円 64-4421
宮下医院健診ステーション（平垣本町4-1） 1万4,000円 61-0376
川村病院（中島327） 1万8,000円 61-4050
富士いきいき健康サポートセンター（天間1640-1）※2 1万2,500円 73-1911
共立蒲原総合病院（中之郷2500-1）※ 3 1万4,700円 81-3324
新富士病院健康管理センター（大淵3900）  ※ 4  1万　300円 30-6522
ふじの町クリニック・健診センター（富士町12-12）※2 1万1,950円 32-7812
佐野医院（蓼原865-1） 1万5,400円 61-1095
聖隷富士病院（南町3-1）※5 1万5,800円 52-0780

　検査機関（所在地） 費用 ※１ 電話
聖隷富士病院（南町3-1） 1万7,600円 52-0780
池辺クリニック（川成新町250） 1万9,800円 65-0250
富士いきいき健康サポートセンター（天間1640-1） 1万6,500円 73-1911
共立蒲原総合病院（中之郷2500-1） 2万5,300円 81-3324
ふじの町クリニック・健診センター（富士町12-12） 1万2,100円 32-7812
ももはクリニック石坂（石坂420-1） 2万   900円 22-0800

令和4年度　国民健康保険＆後期高齢者医療保険に加入している皆さんへ

人間ドック（助成額2万6,000円） 脳ドック（助成額3万3,000円）

人間ドック・脳ドックの
　　　　　　　検査費用を助成します！

対象の皆さんは、市が指定する検査機関で人間ドック・
脳ドックを受診する場合、助成申請は受診前に行ってく
ださい。

問合せ／国保年金課（市役所3階）
　保健事業担当　　155-2917　551-2521
　高齢者医療担当　155-2754
　Aho-kokuho@div.city.fuji.shizuoka.jp

※１　助成後の自己負担額（税込み）。
※２　�富士健診センター、富士いきいき健康サポートセンター、ふじ

の町クリニック・健診センターで胃カメラを希望の場合､ 別途
3,300円（税込み）が必要。

※３　�共立蒲原総合病院で胃カメラを希望の場合、別途、経口2,200円
（税込み）・経鼻3,300円（税込み）が必要。

※４　�新富士病院健康管理センターで胃カメラを希望の場合、別途
4,400円（税込み）が必要。

※5　�聖隷富士病院で胃カメラを希望の場合、別途6,600円（税込み）が必要。



新 見

受
講
料
／
❶
3
0
0
0
円

❷
2
0
0
0
円

❸
❹
❺
❻
2
5
0
0
円

申
込
方
法
／
4
月
5
～
12
日
に
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
電
子
申
請

す
る
か
、
直
接
左
記
1
～
4
の

受
付
場
所
へ

※
2
人
1
組
で

も
申
込
み
で

き
ま
す
。

★
受
付
場
所
・
時
間

1�

社
会
教
育
課
　
9
～
21
時
（
日

曜
日
を
除
く
）

2�

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

9
～
21
時

3�

富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
　
9
～
17
時
（
月
曜
日
を
除

く
）

4�

富
士
宮
市
役
所
6
階
　
社
会
教

育
課
　
9
～
17
時
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）
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問合せ／社会教育課（富士市教育プラザ内）　130-6820　530-6821

市民の皆さんの学びを深めたり、新しい趣味を見つけたりする場として、
様々な講座を開催しています。気になる講座に参加してみませんか？

富士市教育プラザ

　まちづくりセンターや教育プラザなどの講座で

新たな出会いを見つけよう！

講
座
紹
介
／

●「
家
庭
教
育
講
座
」

主
に
就
園
前
の
子
ど
も
と
親

が
、
育
児
な
ど
に
つ
い
て
の
勉

強
や
、
親
同
士
・
親
子
の
交
流

を
す
る
講
座

●「
少
年
教
育
講
座
」

小
・
中
学
生
が
自
然
体
験
や

工
作
な
ど
を
学
ぶ
講
座

●「
一
般
講
座（
高
齢
者
含
む
）」

成
人
対
象
の
知
識
・
技
能
の

習
得
や
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

後
押
し
す
る
趣
味
・
教
養
講
座

申�

込
方
法
／
４
月
５
～
12
日
に
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
電
子
申

請
す
る
か
、
直
接
社
会
教
育
課

（
日
曜
日
を
除
く
）
ま
た
は
各

地
区
ま
ち

づ
く
り
セ

ン
タ
ー
へ

（
9
～
21
時
）

▲�詳しくは�
こちら

「まちづくりセンター講座」、「富士市
民大学前期ミニカレッジ」について
詳しくは、講座案内冊子または市ウェ
ブサイトをご覧ください。
冊�子配布場所／社会教育課（富士市
教育プラザ内）・各地区まちづくり
センター・総合案内（市役所2階）・
まちづくり課（市役所３階）・各市
立図書館ほか

※講座案内冊子は前期・
後期の年2回発行し
ます（次回は7月頃）。

※�各講座は、新型コロナウ
イルス感染防止対策を講
じ実施します。また、感
染拡大状況により、講
座を中止または変更す
る場合があります。

詳しくは「講座案内冊子」 
または市ウェブサイトで確認！

▲�電子申請
はこちら

講
座
紹
介
／

●❶
表
現
力
ア
ッ
プ
！
読
み
聞
か
せ
・

話
し
方
講
座
～
プ
ロ
か
ら
学
ぶ

「
表
現
の
楽
し
さ
」「
言
葉
の
大

切
さ
」「
日
本
語
の
美
し
さ
」
～

講�　
師
／
杉
山
直ち
ょ
く

さ
ん（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
新
朗
読
家
）

●❷
世
界
遺
産
で
知
る
世
界

地
理
・
歴
史
・
文
化
・
政
治

講�　
師
／
静
岡
県
立
大
学
国
際

関
係
学
部
准
教
授
ほ
か

●❸
宇
宙
で
知
り
た
い
3
つ
の
こ
と

～
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
宇
宙
の

始
ま
り
と
終
わ
り
、
宇
宙
人
～

講�　
師
／
内
山
秀
樹
さ
ん
（
静

岡
大
学
教
育
学
部
講
師
）

●❹
市
民
歴
史
講
座
「
海
道
一
の
弓

取
り�

今
川
義
元
」

講　
師
／
静
岡
大
学
名
誉
教
授
ほ
か

●❺
防
災
講
座
「
天
災
を
理
解
し
、

身
を
守
る
～
予
測
不
可
能
な
災

い
に
備
え
て
～
」

講�　
師
／
常
葉
大
学
社
会
環
境

学
部
教
授
ほ
か

●❻
文
学
講
座
「
国
宝
「
源
氏
物
語

絵
巻
」
の
世
界
に
触
れ
る
」

講�　
師
／
竹
部
歩
美
さ
ん
（
静

岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部

准
教
授
）

受�

講
期
間
／
5
～
7
月
の
週
1
回

程
度
。
❶
計
9
回
❷
計
4
回

❸
～
❻
計
6
回

と
こ
ろ
／
❶
❷
❻
富
士
市
教
育
プ

ラ
ザ
❸
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
❹
ラ
・
ホ

ー
ル
富
士
❺
富
士
市
教
育
プ
ラ

ザ
ほ
か
（
実
地
研
修
あ
り
）

対�

　
象
／
富
士
市
・
富
士
宮
市
に

在
住
・
在
学
・
在
勤
の
15
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
除
く
）

定�

　
員
／
❶
20
人
❷
❸
❺
❻
各
40

人
❹
90
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、抽
せ
ん
。

Check

市内26か所の各地区まちづくりセンタ
ーを会場に、新しい趣味との出会い、仲
間づくり、地域活性の場として、幅広い
分野で様々な講座を開催しています。

募集期間：4月5日㈫～12日㈫

令和4年度（2022年度）前期
まちづくりセンター講座

令和4年度（2022年度）前期
富士市民大学 前期ミニカレッジ
募集期間：4月5日㈫～12日㈫
富士市民大学前期ミニカレッジで
は、各専門分野に精通している講師
陣や地域の有識者から高度で学術的
な講座を受けられます。
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紅ほっぺ▶︎

▲濃さはタイトルロゴの 20～50％ほどに落とす。カラーによって臨
　機応変に変更してください。

まちかどネットワーク

士
市
に
は
、き
れ
い
な
水
や
温
暖
な
気
候
、

豊
か
な
土
壌
と
い
っ
た
イ
チ
ゴ
栽
培
に
適

し
た
環
境
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
富
士
北
地
区
や

岩
松
北
地
区
な
ど
の
平
野
部
を
中
心
に
、
約
90

年
前
か
ら
イ
チ
ゴ
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
は
、「
き
ら
ぴ

香か

」、「
紅べ

に
ほ
っ
ぺ
」、「
章あ

き
姫ひ

め
」
の
3
種
類
。
市

内
で
流
通
し
て
い
る
ほ
か
、
東
京
や
長
野
に
も

出
荷
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
11
月

下
旬
か
ら
５
月
に
か
け
て
出
荷
さ
れ
、
旬
の
季

節
に
は
直
売
所
や
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
近
く

に
あ
る
自
動
販
売
機
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

現
在
市
内
で
は
約
30
軒
の
イ
チ
ゴ
農
家
が
生

産
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
4
月
の
苗
づ

く
り
に
始
ま
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
整

備
や
苗
の
手
入
れ
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て

大
切
に
育
て
ら
れ
、
傷
が
つ
か
な
い
よ
う

に
丁
寧
に
収
穫
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
年

は
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
程
度
の
ベ
ン
チ
上

に
苗
を
設
置
す
る
「
高
設
栽
培
」
を
行
う

農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

伝
法
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ
る
菅

谷
農
園
で
は
、
甘
く
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を

育
て
る
た
め
に
、
最
新
の
技
術
を
取
り

入
れ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
中
に
は
、
温
度
や
湿
度
、
二
酸
化

炭
素
濃
度
な
ど
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー

が
設
置
さ
れ
、
イ
チ
ゴ
に
と
っ
て
適
切
な

環
境
を
保
つ
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
自
動
で
調

整
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
設

栽
培
は
、
従
来
の
土
耕
栽
培
に
比
べ
、
管
理
や

収
穫
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

兄
弟
で
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
取
り
組
む
菅
谷
正し

ょ
う

太た

郎ろ
う
さ
ん
は
「
今
ま
で
も
水
や
り
は
自
動
化
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
温
度
な
ど
の
環
境
を
保
ち

続
け
る
た
め
に
は

ハ
ウ
ス
に
付
き
っ

き
り
で
世
話
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
今
は
そ
れ

ぞ
れ
の
状
態
を
数

値
化
し
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
も

確
認
で
き
る
の
で

安
心
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

菅
谷
農
園
で
は
、
市
内
で
多
く
栽
培
さ
れ
て

い
る
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
の
ほ
か
に
、
県
内
で
も
珍

し
い
「
お
い
Ｃ
ベ
リ
ー
」
と
い
う
品
種
も
栽
培

し
て
い
ま
す
。「
お
い
Ｃ
ベ
リ
ー
」
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
甘
み
が
強
く
、
完
熟
状
態
で

も
日
持
ち
す
る
そ
う
で
す
。
菅
谷
さ
ん
た
ち
は

よ
り
甘
い
イ
チ
ゴ
を
出
荷
す
る
た
め
に
、
完
熟

状
態
で
の
収
穫
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

冬
に
負
け
な
い
身
体
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

市
内
で
栽
培
さ
れ
た
新
鮮
で
お
い
し
い
イ
チ
ゴ

を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
／
農
政
課　
1（
55
）2
7
8
1

▲�兄の菅谷 正太郎さん（左）
と弟の真二郎さん

甘酸っぱくてみずみずしい！

富士市のイチゴ

富

▲�光合成を促進するため、二
酸化炭素を供給するチュー
ブを全ての台に設置

▲�高設ベンチでの栽培

▲おいＣ
シー
ベリー
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           1月のできごと
動画マークがついた写真は、
「市公式YouTube」から動画
でご覧いただけます。

動画はこちらから▲

富
士
山
と
、
初
日
の
出 

in 

ミ
エ
ル
ラ

１
月
１
日　
市
庁
舎
屋
上

穏やかな１年になりますように

元
日
に
初
日
の
出
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
、「
ふ
じ
さ
ん
て
ら
す

Mミ

エ

ル

ラ

i
e
r
u
l
a
」
を
特
別
開
放
し
ま

し
た
。
2
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
年
は
、

感
染
症
対
策
と
し
て
、
事
前
申
込
制
で

来
場
人
数
を
制
限
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
88
組
の
中
か
ら
抽
せ
ん
で

選
ば
れ
た
22
組
76
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
太
陽
が
姿
を
見
せ
る
と
、
写
真
を

撮
影
し
た
り
、
家
族
で
静
か
に
眺
め
た

り
し
て
、
新
た
な
気
持
ち
で
１
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初
日
の
出

に
照
ら
さ
れ
た
き
れ
い
な
富
士
山
も
姿

を
見
せ
、
来
場
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

▲初日の出とともに新しい年が
　スタート
　　日の出に染まる富士山▶

富
士
川
に
架
か
る
新
し
い
橋
の
名
称

決
定 

1
月
11
日　
市
役
所

新たな架け橋の名前決まる

▲名称検討委員会委員

投票により選定が行われた▶

富
士
川
に
架
か
る
新
し
い
橋
の
名
称

が
「
富
士
川
か
り
が
ね
橋
」
に
決
定
し

ま
し
た
。
昨
年
の
11
月
に
名
称
を
公
募

し
、
応
募
総
数
3
0
6
4
件
の
う
ち
19

件
が
こ
の
名
称
で
し
た
。
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
な
ど
の
地
元
関
係
者
を
中
心
に

構
成
さ
れ
た
検
討
委
員
会
で
は
、
か
り

が
ね
堤
の
歴
史
や
旧
富
士
川
町
と
旧
富

士
市
を
つ
な
ぐ
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
、
こ
の
名
称
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
災

害
時
の
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
を
目

的
に
、
令
和
5
年
度
中
の
開
通
を
目
指

し
、
県
が
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

富
士
市
成
人
式

 

１
月
９
日

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー

感染症対策を講じ新成人を祝う

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
た
め
、
成
人

式
を
開
催
し
、
新
成
人
1
8
7
3
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
式
典
は
徹
底
し
た
感

染
症
対
策
の
も
と
、
２
部
形
式
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
有
志
で
組
織

さ
れ
た
成
人
式
実
行
委
員
会
に
よ
り

「
私
の
居
場
所
～
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の

居
場
所
は
ど
こ
で
す
か
～
」
を
テ
ー
マ

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
新
成
人
は
マ
ス
ク
姿

で
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
旧
友
と
の
再

会
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
今
ま
で
過
ご
し

た
日
々
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
明
日

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▲富士山をバックに記念写真
◀︎多くの練習を重ねて壇上︎に
　立つ成人式実行委員
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新型コロナウイルスのワクチン接種についての最新情報等は、市ウェブサイトでお知らせしています。
富士市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター� 70120-567-970（9:00〜17:00。土日祝日も受付可）

◀�≪マークまたはQRコードがついているものは
　詳細情報をウェブで公開しています。

お知らせ
≪

≪ 第二回富士市広告景観賞が決定しました
建築指導課　155-2909

富士山の眺望などの自然景観や、まちなみとの調和に優れた屋外広告
物を表彰する第二回富士市広告景観賞が決定しました。
●優良デザイン部門

良好な景観形成によい影
響を与えており、まちなみ
に合わせ、デザイン、色彩、
景観との調和に優れた屋外
広告物を表彰するものです。
大　賞
㈾内藤金

か な

物
も の

店
優秀賞
花のむらせ、㈱静岡伊勢丹
コリドー・フジ、㈱トヨコー
奨励賞
クロロ薬局、姓屋、
トラットリアさんりんしゃ、どんぐり畑C

カ フ ェ

afe＆
アンド

G
グ ッ ズ

oods
●景観改善部門

富士山の眺望などの自然景観や、まちなみとの調和を害しているもの
の除却や改修などにより、改善した屋外広告物を表彰するものです。
感謝状
㈱ミサワホーム静岡、富士信用金庫、こくみん共済c

コ ー プ

oop、アイザワ証券㈱、
P
ピーシー

C D
デ ポ

EPOT
※各部門の受賞デザインを推薦した㈱プランニング富士、㈱岳南塗装デ

ザインの2社に、推薦感謝状が贈られました。

11

優良デザイン部門大賞「㈾内藤金物店」

エキキタテラス開催！ 
〜道路空間を活用した社会実験〜

市街地整備課　155-2797
富士本町通りなどの道路に椅子や

テーブル・人工芝を設置し、ゆったり
とくつろげる屋外空間で、バルやミニ
スポーツ・音楽イベントを開催します。
富士駅北口の回遊性・滞在性の向上を
目指し、道路を活用した社会実験を通
じてまちなか空間の課題を検証します。
±3月12日㈯　10:00～16:00
￠富士本町通りほか
※雨天の場合、プログラムを変更す

る場合があります。
※感染症の拡大状況により、中止す

る場合があります。

≪　　　献血にご協力を
福祉総務課　155-2757

3月の献血
日 場　　所 時　間

3日㈭ 富士市役所
北側駐車場

9:30～16:00
（昼休み12:00～13:15）13日㈰ ジャンボエンチョー

富士店

17日㈭
富士市役所
北側駐車場

パールベリーガーデン
アンフィエスタ 9:00～16:00

30日㈬ 富士市役所
北側駐車場

9:30～16:00
（昼休み12:00～13:15）

※市役所での献血はウェブ予約がで
きます。詳しくは、日本赤十字社
ウェブサイトをご覧ください。

※新型コロナウイルスワクチンを接
種した人は、接種から48時間が経
過した後に献血をお願いします。

移動図書館ふじ号の巡回日程3月
中央図書館　151-4946

日 場所と貸し出し開始時刻
1・15日㈫ ウエルシア川成島店第2駐車場（14:00）

JA富士市竪堀支店駐車場（15:00）

2・16日㈬ 駿河台団地（2日の14:00のみ）
富士見台団地第一集会所前（15:00）

3・17日㈭ 滝戸団地内（14:00）
岩本山団地集会所前（15:00）

4・18日㈮
セブン-イレブン中里店駐車場（10:00）
マックスバリュ富士江尾店駐車場（11:00）
加島の郷（4日の14:15のみ）
四丁河原南公会堂駐車場（15:00）

5・19日㈯ 元吉原まちづくりセンター（10:00）
松野まちづくりセンター（19日の14:00のみ）

10・24日㈭ 歴史民俗資料館駐車場（15:00）

12・26日㈯
しらすの八幡加工センター駐車場（10:00）
ききょうの郷（12日の14:00のみ）
富士南まちづくりセンター（15:00）

23日㈬ 青葉台まちづくりセンター（15:00）

※都合により中止・変更する場合があります。

しずおかジョブステーションを
ご利用ください
商業労政課　155-2778

県の就職支援機関「しずおかジョ
ブステーション」では、就職活動を
じっくりサポートします。お気軽に
ご利用ください。
±平日9:00～17:00（要予約。祝休

日・年末年始を除く）
¨自己分析、応募書類の書き方、

面接練習など
￠¶しずおかジョブステーション
（沼津市） 1055-951-8229

≪ 3月の市役所休日開庁日
±3月6日㈰・27日㈰　9:00～16:00
開庁窓口／
★市民課（155-2747）
★国保年金課（155-2751）
★こども家庭課（155-2738）
★こども未来課（155-2896）
★収納課（155-2730）（6日のみ）
★学務課（155-2868）（27日のみ）
※市ウェブサイトから市民課窓口

の混雑状況を確認できます。
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≪
≫ 講座・教室 募　集
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≪ ぜん息児水泳教室
保健医療課　155-2739

±4月～令和5年2月の木曜日
　18:30～20:00　全20回（予定）
￠県富士水泳場
§平成22年4月2日～平成29年4月

1日生まれで、市内在住の気管支
ぜん息児／60人（応募者多数の場
合、現在治療中の人を優先し、抽
せん）

※主治医の意見書(申込者に後日様
式を郵送)と、保護者の送迎及び水
泳教室中の見学が必要です。
￡3月24日㈭（必着）までに、市ウェ

ブサイトで電子申請するか、電話
で保健医療課へ

富士警察署管内事件・交通事故
　警察や市役所などをかたり、
キャッシュカードをだまし取る詐
欺が多発しています。不審な電話
があったら、警察や市にご相談を。
事件情報  〈12月末現在暫定値〉

年間累計 昨年比
全刑法犯罪 979件 − 135件
忍び込み 13件 − 14件
空 き 巣 23件 + 5件
車上ねらい 52件 − 44件
自転車盗 69件 − 22件
特殊詐欺 9件 − 2件
サギ電話 200件 − 49件
交通事故情報 〈1月末現在〉

年間累計 昨年比
件　数 108件 + 2件
死　者 0人 ± 0人
負傷者 132人 − 1人
交差点では、止まる・見る・待つ

男女共同参画学級委託事業 
みんなと考える「私」の働く

多文化・男女共同参画課　155-2724
働くことに対する自身の価値観と

向き合い、参加者の皆さんと一緒に
今後の働き方や仕事について考えて
みませんか。
±3月12日㈯　13:00～15:00
￠富士南まちづくりセンター
§働く母親　(産休中、育休中の人を

含む) ／20人（参加者多数の場合、
抽せん）
講師／橋本恵子さん（キャリアコン

サルタント、認定ワークライフバ
ランスコンサルタント、ことのは
スクエア）
￡3月7日㈪までに、市ウェブサイト

で電子申請するか、電話または
FAX・Eメールに氏

ふ り

名
が な

、住所、電話
番号、託児の有無（先着5人。希
望する場合は、3月4日㈮までに、
子どもの氏

ふ り

名
が な

、年齢（月齢）、アレ
ルギーの有無）を記入し、多文化・
男女共同参画課へ 555-2864

3 月  の  納  期  限
±3月31日㈭まで
　後期高齢者医療保険料　第8期

国保年金課　155-2754

≪ 丸火で防災デイキャンプ
少年自然の家　135-1697

いざというときの備えのため
に、避難生活を前向きな気持ちで
取り組めるように、野外活動を通
じて家族の絆を深めましょう。
±3月12日㈯　10:00～15:00（雨

天決行）
￠丸火青少年の家周辺
¨まき割り体験、野外調理、防災

ウオークラリー
§家族／6組（応募者多数の場合、

抽せん）
￤筆記用具、軍手、帽子、履き慣

れた靴、水筒、マスク、動きやす
い服、雨具、防寒具、雑巾、タオ
ル、割り箸、新聞紙、持病薬
⊕1人当たり1,500円（当日受付で集

金。4歳以上の未就学児は500円）
￡3月5日㈯までに、少年自然の

家ウェブサイトで電子申請する
か、電話で少年自然の家へ

≪
 春の丸火でオリエン

　 テーリングを楽しもう
少年自然の家　135-1697

オリエンテーリングとは、地図
とコンパス（方位磁石）を使って
楽しむナビゲーションスポーツで
す。気の合った仲間と一緒に、丸
火の春を満喫してみませんか。
±3月20日㈰　9:00～13:00（雨天

決行・荒天中止）
￠少年自然の家、丸火自然公園周

辺
¨2時間以内にできるだけ多くの

得点を得て、ゴールすることを
競うスコアオリエンテーリング
部門／❶ファミリー（小中学生を

含むグループ）❷一般混合（高
校生以上で男女のグループ）❸
一般男性（高校生以上で男性の
みのグループ）❹一般女性（高
校生以上で女性のみのグループ）

※各部門原則2～5人。個人参加
の場合、表彰の対象外。

§100人（先着順）
⊕�800円（当日受付で集金。未就

学児は100円）
￡3月5～11日に、少年自然の家

ウェブサイトで電子申請する
か、電話（3月7日㈪を除く）
で少年自然の家へ

≪ 市営住宅入居者募集
県住宅供給公社富士出張所　155-2817

募集は、毎月抽せんで入居者を
決める定期募集のほか、随時、募
集している住宅もあります。詳し
くは県住宅供給公社富士出張所
（市役所5階南側）へお問い合わ
せください。
《3月の定期募集のご案内》
募集期間／3月10～18日
●高齢者対応住宅
募集団地／天間団地（天間地区）

1階・3K・単身可
家賃／1万2,400円～2万4,300円
※シルバーハウジングではありま

せん。
※定期募集の住宅はほかにもあり

ます。詳しくは3月10日㈭に公社
窓口及び公社ウェブサイト、下
記T

ツ イ ッ タ ー

witterで情報を公表します。
Twitterで情報発信中

市営住宅の空き部屋情報などを
紹介しています。
アカウント名／@fuji_ juutaku

ラジオエフはインターネットでも放送中
https://radio-f.jp
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公開しています。そちらもご覧ください。

イベントなどに参加する場合は、マスクの着用など、感染防止対策にご協力をお願いします。
イベント当日に体温を測定し、風邪などの症状がある場合は参加を控えてください。

※感染症対策として、イベント等を変更・中止する場合があります。最新情報はウェブサイトなどをご確認ください。

≪

13

ご意見・ご感想を
　　　　お寄せください
市ウェブサイトで電子申請するか、
郵送で、〒417-8601　富士市役所
シティプロモーション課へ

市立富士川体育館　181-2111　　スポーツ事業課　136-2131
ラ・ホール富士　153-4300　　富士市交流プラザ　165-5523

教室名 申込先／会場 開催日 受付期間

❶中高年のための筋力トレーニング❷リ
ラックスヨガ❸ベーシックヨガ❹女性の
ためのメノポーズ❺気楽に筋トレ

市立富士川体育館

❶ 4月6日㈬～・7日㈭～・8日
㈮～のいずれか
❷4月5日㈫～
❸4月6日㈬～
❹4月7日㈭～
❺4月8日㈮～

2月28日～3月6日

❶気軽にヨガビギナーズ❷ボディーコン
ディショニング❸ヨガ❹おやこ体操～
W

ウ ォ ー ム

ARM H
ハ グ

UG～❺スマイルボディーフィッ
トネス❻癒やしのアロマヨガ❼美フレッ
シュビクス❽目覚めのヨガ

スポーツ事業課／
管理棟軽体育室

❶　4月4日㈪～
❷❸4月5日㈫～
❹❺4月7日㈭～
❻❼4月8日㈮～
❽　4月9日㈯～

3月6～12日

❶さわやかエアロ＆ヨガ❷ズンバ＆ピラ
ティス❸ステキな体つくり～代謝UPト
レーニング～❹エアロ＆コンディショニ
ング❺バレトンシェイプアップ❻ピラティ
ス❼やさしいエアロビック❽体幹筋トレ
術❾和室でヨガ❿こつこつ貯筋元気アッ
プ⓫やさしい体幹トレーニング⓬ヨガ⓭
フラダンス⓮はじめてのエクセル＆ワー
ド入門

ラ・ホール富士

❶❷4月6日㈬～
❸　4月6日㈬または11日㈪～
❹❺4月7日㈭～
❻　4月7日㈭または8日㈮～
❼❽4月8日㈮～
❾　4月8日㈮または11日㈪～
❿⓫4月11日㈪～
⓬⓭4月12日㈫～
⓮　4月19日㈫または21日㈭～

3月7～13日

❶痛みやケガを予防する軽い筋トレ❷女
性のためのハンサムボディメンテナンス
❸リラックスヨガ❹アスリートヨガ❺腰
痛・肩こり解消❻椅子を使ったボディコ
ンディショニング❼お腹まわりのシェイ
プアップ❽ベーシックヨガ❾シニア健康
ヨガ❿ちびっこわんぱく広場

富士市交流プラザ

❶　　4月6日㈬～
❷　　4月11日㈪～
❸❹❺4月12日㈫～
❻　　4月13日㈬～
❼❽❾4月14日㈭～
❿　　4月19日㈫～

2月28日～3月6日

※申込方法、受講料など詳しくは、りぷす富士ウェブサイトをご覧になるか、各申込先へ。

≪�りぷす富士各種教室

第58回企画展より
ちり紙とトイレットペーパー

富士山かぐや
ミュージアム月

の3
≪

121-3380
●第58回企画展
「�トイレの紙さま～おしりふき
ふき　いまむかし～」

±3月19日～6月12日
●展示室２　富士山の玉手箱特別展示
「�武田弘富士山コレクションよ
り　富士山火鉢展」

±4月17日㈰まで
休館日／3月7・14・22・28日

ビジネス講演会 
今こそ正しい日本語を学ぼう

中央図書館　151-4946
社会人のマナーとして、正しい言

葉遣いや敬語は、コミュニケーショ
ンを円滑にする上で大切です。相手
や状況に応じて適切な日本語を使う
ことができるように、ビジネスシー
ンで必要な正しい日本語を学びまし
ょう。
±3月21日（月・祝）　13:30～15:00
￠中央図書館視聴覚室
講師／山本知

と も

子
こ

さん（日本グローバ
ルマナー協会認定講師）

§20人（先着順）
￡3月9日㈬の9:00以降に、市立図

書館ウェブサイトで電子申請する
か、電話で中央図書館へ

図書館資料活用講座 
野菜づくりのコツと裏ワザ

中央図書館　151-4946
農山漁村文化協会（農文協）の吉

野さんによる講座を、オンラインで
開催します。春まき野菜の収穫が増
えるコツや裏ワザを、図書館の本や
DVDを使いながら学びましょう。
±3月20日㈰
　❶10:00～11:30❷14:00～15:30
￠中央図書館視聴覚室
§各28人（先着順）
￡3月8日㈫の9:00以降に、直接ま

たは電話で中央図書館へ

電子回覧板始めました≪
市ウェブサイトに、市からの配布・回覧
文書を掲載します。ぜひご覧ください！
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